
●許容荷重

部材名 許容荷重 備 考

支柱 梁間方向 W1219mmの場合 12.5 kN/本

支柱 梁間方向 W914、610mmの場合 13.0 kN/本

張出ブラケット L=305mm 6.0 kN/本 中央部

張出ブラケット L=610mm 4.5 kN/本 中央部

方 杖 3.4kN/本

先行手すり 3.0 kN/本 許容水平抵抗力

4スパン用梁枠 27.0 kN/本

4スパン用梁枠上の支柱 9.0 kN/本

3スパン用梁枠 18.0 kN/本

3スパン用梁枠 9.0 kN/本

2スパン用梁枠 11.4 kN/本

2スパン用梁枠 11.4 kN/本

梁間方向の支柱間隔
１層１スパンの

積載荷重
１スパンの積載荷重

合計（同時２層）

400mm以上914mm未満 250 kg 500 kg

914mm以上
連続スパン載荷の場合 250 kg 500 kg

１スパンおき載荷の場合 400 kg 800 kg

許容荷重

積載荷重

①作業床の最大積載荷重は、次表に示した値以下とすること。

②最大積載荷重は、床付き布枠の許容積載荷重を超えないこと。
③梁枠で構成された開口部上方の足場の全積載荷重は800kg以下とすること。
④１スパンの間の最大の積載は同時２層までとする。
⑤足場には最大積載荷重を表示すること。

使用基準

（１）部材の一時的取外し
作業のためにやむを得ず一部の部材を一時的に取り外すときは、取り外した状態における足場の強度が著しく低下しないこと

を確認するとともに、当該作業が完了した後は、直ちに現状に復すること

（２）くさび緊結式足場用先行手すり
くさび緊結式足場用先行手すりの使用は次によること。

①足場組立て及び解体時において、最上段に設置された先行手すりは、荷取り作業時においても取り外さない。
②足場の組立て又は解体作業が行われている足場最上層においては、先行手すりに安全帯を取付けて作業する。
③安全帯取付け設備として使用する場合は以下による。

ａ．安全フックは、先行手すりに掛け、１本に１人の使用とする。
ｂ．作業床から地面又は衝突のおそれのある機械設備等までの垂直距離が２層以上で使用する

（３）最大積載荷重
足場には、見やすいところに最大積載荷重を表示すること。

（４）点検
足場は、労働安全衛生規則第５６７条に従って、各々の立場で適正な時期・内容で点検を行うこと。

●使用基準
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